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健
康
づ
く
り
は
「
食
生
活
」
「
運
動
」「
休
養
」
な
ど
、
良
い
�

生
活
習
慣
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
る
と
脳
卒
中
や
心
臓
病
、
糖
尿
病
、
ガ
ン
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を

招
い
て
し
ま
い
ま
す
。
�

　
生
活
習
慣
病
の
一
つ
で
あ
る
糖
尿
病
は
、
全
国
的
な
推
移
と
し
て

一
九
五
〇
年
に
十
万
人
だ
っ
た
患
者
数
が
、
一
九
九
六
年
に
は
二
百

十
八
万
人
と
著
し
く
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
糖
尿
病
の
人
の
約
五

〇
　
に
合
併
症
の
一
つ
糖
尿
病
性
網
膜
症
が
見
ら
れ
、
年
間
約
三
千

人
が
失
明
な
ど
の
視
覚
障
害
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
糖
尿

病
性
腎
症
に
よ
り
年
間
約
一
万
人
が
新
た
に
人
工
透
析
を
受
け
て
い

ま
す
。
�

　
洲
本
市
で
も
健
康
診
断
を
受
け
、「
糖
尿
病
の
検
査
で
何
ら
か
の

注
意
が
必
要
」
と
判
定
さ
れ
た
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
�

　
生
活
習
慣
病
の
多
く
は
食
べ
過
ぎ
や
運
動
不
足
か
ら
く
る
も
の
で

す
。
ま
た
生
活
習
慣
病
は
、
初
め
は
痛
く
も
痒
く
も
な
い
の
で
、
自

分
で
気
づ
か
ず
身
体
へ
の
影
響
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
�

　
早
い
時
期
に
生
活
習
慣
を
改
善
す
れ
ば
良
い
状
態
に
戻
り
ま
す
。

生
涯
元
気
で
過
ご
す
た
め
に
も
、
一
度
自
分
の
生
活
習
慣
を
振
り
か

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
�

▽
年
一
回
、
健
康
診
断
を
受
け
て
い
ま
す
か
。
�

▽
肥
満
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
�

▽
食
べ
過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
。
�

▽
運
動
不
足
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
�

　
「
食
生
活
」
と
「
運
動
」
、「
休
養
」
は
健
康
づ
く
り
の
三
本
柱
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
中
で
も
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

「
食
生
活
」
と
「
運
動
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
�

パ
ー
�

セ
ン
ト
�

頭はまっすぐに�

目線は遠くに�

肩の力をぬいて�

姿勢良く�

つま先で蹴る�

歩幅はすこし広めに�

かかとから着地�

腕のふりは�
自然にリズム良く�

健
康
課
　
西
原
 
保
健
師
�

山
本
 
保
健
師
�



３�

　
今
年
の
梅
雨
明
け
は
例
年
に

比
べ
遅
か
っ
た
も
の
の
、
梅
雨

明
け
と
と
も
に
、
本
格
的
な
暑

さ
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
暑
さ

の
た
め
に
体
が
ぐ
っ
た
り
と
し

て
だ
る
く
な
っ
た
り
、
疲
れ
や

す
く
な
り
、
睡
眠
不
足
や
食
欲

不
振
に
な
っ
た
り
し
た
こ
と
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う

な
症
状
が
い
わ
ゆ
る
「
夏
ば
て
」

で
す
。
�

　
暑
い
日
が
続
く
中
、
な
ん
と

か
「
夏
ば
て
」
に
な
ら
ず
過
ご

せ
る
よ
う
に
、
夏
ば
て
防
止
の

ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。
�

◆
夏
ば
て
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
�

▽
食
事
は
少
量
で
も
い
い
の
で
、

三
食
必
ず
食
べ
ま
し
ょ
う
。
香

味
野
菜
や
酢
な
ど
を
利
用
し
、

食
欲
を
増
す
味
付
け
を
上
手
に

組
み
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。
�

▽
規
則
正
し
い
生
活
を
し
ま
し

ょ
う
。
�

▽
睡
眠
を
十
分
に
取
り
ま
し
ょ

う
。
�

▽
水
分
の
取
り
方
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。
一
度
に
た
く
さ
ん

飲
む
よ
り
も
、
間
隔
を
あ
け
て

少
し
ず
つ
飲
み
ま
し
ょ
う
。
�

▽
冷
房
の
使
い
方
を
工
夫
し
ま

し
ょ
う
。
暑
さ
そ
の
も
の
よ
り

も
、
外
と
室
内
の
温
度
差
が
夏

ば
て
の
原
因
に
な
る
の
で
、
エ

ア
コ
ン
は
な
る
べ
く
二
十
八
度

以
下
に
は
、
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
�

　
夏
場
は
、
健
康
な
人
で
も
体

力
が
低
下
し
、
体
調
を
崩
し
や

す
い
季
節
で
す
が
、
以
上
の
よ

う
な
こ
と
に
注
意
し
て
、
暑
い

夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。
�

�

　
食
事
量
は
標
準
体
重
を
維
持

す
る
程
度
の
量
と
し
、
朝
食
、

昼
食
、
夕
食
を
欠
か
さ
ず
に
規

則
正
し
く
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
栄

養
が
と
れ
る
よ
う
に
食
事
を
し

ま
し
ょ
う
。
朝
食
が
少
な
す
ぎ

た
り
、
夕
食
が
多
す
ぎ
た
り
と

い
う
よ
う
に
偏
ら
ず
、
毎
食
同

じ
く
ら
い
の
食
事
が
取
れ
る
よ

う
に
考
え
て
く
だ
さ
い
。
�

　
簡
単
な
考
え
方
と
し
て
、
�

▽
主
食
（
ご
飯
、
パ
ン
、
め
ん

類
な
ど
の
主
に
炭
水
化
物
を
含

む
食
品
）
�

▽
主
菜
（
魚
、
肉
、
卵
、
大
豆

な
ど
の
主
に
た
ん
ぱ
く
質
を
含

む
食
品
）
�

▽
副
菜
（
野
菜
、
海
草
、
き
の

こ
な
ど
の
主
に
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ

ネ
ラ
ル
を
含
む
食
品
）
を
そ
ろ

え
ま
す
。
副
菜
は
二
皿
以
上
、

取
る
の
が
望
ま
し
い
で
す
。
�

　
ま
た
、
お
菓
子
や
お
酒
な
ど

は
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
く
ず
し

た
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
過
剰
に
な

り
や
す
い
の
で
要
注
意
で
す
（
一

日
の
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
割

以
内
が
目
安
で
す
）
。
�

�

米・パン�
めんなど�

魚・肉・卵・�
大豆製品など�
を使った料理�

野菜・海草・�
きのこ�
を使った料理�

腰部・ハムストリング�

腰　部�

全　身� ゆっくり起きて深呼吸しましょう�

　
運
動
量
の
目
安
は
、
一
般
的

な
人
の
場
合
、
一
日
二
百
五
十

　
　
〜
三
百
　
　
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
「
歩
く
」
こ

と
だ
け
で
消
費
す
る
と
約
一
万

歩
に
な
り
ま
す
。
日
ご
ろ
、
ほ

と
ん
ど
運
動
し
な
い
人
（
主
婦

や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
）
で
も
、

一
日
約
五
千
歩
は
歩
い
て
お
り
、

残
り
の
五
千
歩
で
運
動
量
は
満

た
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

少
し
体
を
動
か
す
こ
と
を
意
識

す
れ
ば
一
万
歩
は
、
そ
ん
な
に

不
可
能
な
数
字
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
�

◆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト
�

▽
背
筋
を
伸
ば
し
、
お
な
か
を

引
き
締
め
、
あ
ご
を
引
く
。
�

▽
頭
は
ま
っ
す
ぐ
に
す
る
。
�

▽
ふ
だ
ん
歩
く
時
よ
り
、
歩
幅

は
広
く
歩
く
。
�

▽
か
か
と
か
ら
着
地
し
、
つ
ま

先
で
蹴
り
だ
す
。
�

�

キ
ロ
�カ
ロ
�

リ
ー
�

キ
ロ
�カ
ロ
�

リ
ー
�



４�

　
行
政
と
民
間
企
業
、
学
校
な

ど
が
連
携
し
て
、
市
民
生
活
が

快
適
、
便
利
に
な
る
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ソ
フ
ト
の
開
発
を
目
指
す

「
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
発
起
会
が
七
月
十
六
日
、
市

立
図
書
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
�

　
参
加
団
体
は
、
洲
本
市
や
兵

庫
県
の
自
治
体
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
西
日
本
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
、
三
�

洋
電
機
、
富
士
通
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
、

地
元
ベ
ン
チ
ャ
ー
会
社
な
ど
二

十
三
企
業
（
団
体
な
ど
）で
、市

民
が
Ｉ
Ｔ
技
術
の
恩
恵
を
受
け
、

よ
り
豊
か
で
、
便
利
で
、
安
全

な
市
民
生
活
が
営
め
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
的
と
し
て
、
高
齢
者

支
援
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
ソ
フ

ト
研
究
開
発
に
取
り
組
み
ま
す
。
�

�

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
日

常
生
活
の
不
便
や
不
満
が
解
消

す
る
、
ま
た
、
生
活
が
楽
し
く

な
る
よ
う
な
ソ
フ
ト
開
発
の
ア

イ
デ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
�

　
一
次
選
考
通
過
者
に
は
、
ア

イ
デ
ア
賞
と
し
て
一
万
円
、
二

次
選
考
通
過
者
で
商
品
化
さ
れ

れ
ば
開
発
賞
百
万
円
が
贈
ら
れ

ま
す
。
�

◆
募
集
テ
ー
マ
�

▽
私
、
○
○
で
困
っ
て
い
ま
す
。

　
何
と
か
な
り
ま
せ
ん
か
？
�

▽
こ
ん
な
の
あ
っ
た
ら
い
い
の

　
に
な
ぁ
。
�

▽
地
元
の
こ
と
は
地
元
で
解
決
。
�

▽
高
齢
者
を
支
援
し
ま
す
。
�

▽
が
ん
ば
れ
！
中
小
企
業
�

▽
そ
の
ほ
か
、
Ｉ
Ｔ
に
関
す
る

　
ア
イ
デ
ア
�

◆
募
集
期
間
　
九
月
三
十
日
（火）
�

　
ま
で
。
�

◆
応
募
方
法
　
提
案
書
（
A
４

　
用
紙
、
千
六
百
字
以
内
）
に

　
ア
イ
デ
ア
を
書
い
て
、
市
役

　
所
企
画
部
情
報
課
へ
郵
送
�

　
（
ま
た
は
持
参
）
す
る
か
、

　
電
子
メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く
だ

　
さ
い
。
�

◆
応
募
先
　
▽
〒
６
５
６
ー
８

　
６
８
６
　
洲
本
市
役
所
企
画

　
部
情
報
課
「
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ａ
プ
ロ

　
ジ
ェ
ク
ト
」
係
　
▽
電
子
メ

　
ー
ル
　idea@

osca-pro.jp

�

◆
選
考
方
法
・
基
準
�

▽
方
　
法
　
書
類
審
査
の
み
と

　
し
ま
す
。
�

▽
基
　
準
　
市
民
生
活
に
役
立

　
つ
も
の
か
ど
う
か
で
選
び
ま

　
す
。
�

◆
発
　
表
　
第
一
次
選
考
結
果

　
は
、
本
年
十
二
月
一
日
に
発

　
表
し
ま
す
。
ア
イ
デ
ア
が
類

　
似
し
て
い
る
場
合
は
抽
選
で

　
一
人
に
決
定
し
ま
す
。
第
二

　
次
選
考
結
果
は
、
第
一
次
選

　
考
通
過
後
、
四
か
月
以
内
に

　
発
表
し
ま
す
。
�

▼
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
�

　
市
で
は
、
構
造
改
革
特
別
区

域
（
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成
特

区
）
の
認
定
を
受
け
、
Ｉ
Ｔ
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
の
誘
致
や
育
成

の
た
め
の
助
成
制
度
を
設
け
、

市
内
の
産
業
振
興
と
雇
用
創
出

な
ど
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
�

◆
助
成
内
容
�

▽
家
賃
、
高
熱
水
費
な
ど
の
半

　
額
（
最
長
五
年
間
）
�

▽
税
（
固
定
資
産
税
・
都
市
計

　
画
税
）
相
当
額
の
半
額
（
最

　
長
五
年
間
）
�

▽
行
政
財
産
（
市
所
有
の
電
気

　
通
信
回
線
設
備
）
の
貸
与
�

▽
高
速
通
信
環
境
の
提
供
（
通

　
信
費
の
半
額
か
ら
最
大
で
全

　
額
補
助
）
�

▽
I
T
ベ
ン
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

　
内
の
共
用
ス
ペ
ー
ス
（
会
議

　
室
な
ど
）
の
提
供
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
企
画
部

情
報
課
（
　
２
２
・
３
３
２
１

内
線
２
３
３
、
２
３
４
）
へ
。
�

�

�

市
民
生
活
に
役
立
つ
ソ
フ
ト
を
開
発
し
ま
す

市
民
生
活
に
役
立
つ
ソ
フ
ト
を
開
発
し
ま
す
�

市
民
生
活
に
役
立
つ
ソ
フ
ト
を
開
発
し
ま
す

市
民
生
活
に
役
立
つ
ソ
フ
ト
を
開
発
し
ま
す
�

市
民
生
活
に
役
立
つ
ソ
フ
ト
を
開
発
し
ま
す
�

〜
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
�

〜
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
�

市
と
企
業
が
チ
ー
ム
結
成
�

Ｉ
Ｔ（
情
報
技
術

情
報
技
術
）
を
活
用
し
暮

を
活
用
し
暮
ら
し
が

ら
し
が
�

快
適
・
便
利
に
な
る
ア
イ
デ
ア
募
集
中

快
適
・
便
利
に
な
る
ア
イ
デ
ア
募
集
中
�

Ｉ
Ｔ（
情
報
技
術
）
を
活
用
し
暮
ら
し
が
�

快
適
・
便
利
に
な
る
ア
イ
デ
ア
募
集
中
�

「OSCA」プロジェクトは、Open Source Community in awajiの頭

文字を並べたものです。オープンソースとは、コンピュータを作動

させる様々な基本ソフトのうち、プログラムが公開されているもの

をいいます。インターネットなどを通して無償で入手でき、誰でも

自由にソフト開発に参加できます。�

Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
誘
致
、

Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
誘
致
、
�

育

成

し

、

雇

用

の

創

出

を

育

成

し

、

雇

用

の

創

出

を

�

Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
誘
致
、
�

育

成

し

、

雇

用

の

創

出

を

�

７月１６日に行われた「OSCAプロジェクト」発起会�

第1ITベンチャーセンター（旧NTTビル）に、インター�
ネット無料体験コーナーが設置されました。�
お気軽にお楽しみ下さい。�
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本店　洲本市宇山�

店舗　島　内　　２０店�

　　　神戸市　　５店�

　　　明石市　　１店�

　　　西宮市　　１店�

会　長�

理事長�

瀧　川　福　市�
瀧　川　好　美�
�

　
第
五
回
洲
本
市
・
五
色
町
合

併
協
議
会
が
七
月
二
十
四
日
、

市
立
図
書
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
の
協
議
会
の
会
計
決
算

が
認
定
さ
れ
た
ほ
か
、
新
市
の

名
称
募
集
に
つ
い
て
協
議
さ
れ

ま
し
た
。
名
称
は
八
月
二
十
日

か
ら
募
集
を
受
け
付
け
、
十
一

月
下
旬
に
決
定
す
る
予
定
で
す
。
�

新
し
い
市
の
名
称
募
集
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。
�

◆
新
市
名
選
定
基
準
　
漢
字
や

　
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
の
ほ

　
か
、
こ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ

　
に
よ
り
表
記
さ
れ
た
読
み
書

　
き
が
容
易
な
も
の
と
し
ま
す
。

　
ま
た
、
既
存
の
市
町
名
に
な

　
い
名
称
で
次
の
条
件
に
該
当

　
す
る
も
の
を
応
募
し
て
く
だ

　
さ
い
（
洲
本
市
と
五
色
町
で

　
は
、
新
設
合
併
を
目
指
し
て
、

　
旧
市
町
名
は
使
用
し
な
い
こ

　
と
、
将
来
の
淡
路
一
市
の
実

　
現
を
願
い
、
「
淡
路
（
あ
わ

　
じ
）
市
」
の
名
称
は
使
用
し

　
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま

　
す
）
。
�

▽
洲
本
市
と
五
色
町
が
地
理
的

　
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
名
称
�

▽
洲
本
市
と
五
色
町
の
特
徴
を

　
表
す
名
称
�

▽
洲
本
市
と
五
色
町
の
歴
史
や

　
文
化
に
ち
な
ん
で
い
る
名
称
�

▽
合
併
に
つ
い
て
理
想
や
願
い

　
が
感
じ
ら
れ
る
名
称
�

◆
応
募
で
き
る
人
　
ど
な
た
で

　
も
応
募
で
き
ま
す
（
住
所
要

　
件
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
）
�

◆
応
募
方
法
　
▽
新
市
の
名
称
�

　
（
ふ
り
が
な
）
　
▽
名
称
の

　
意
味
ま
た
は
理
由
の
ほ
か
、

　
応
募
者
の
住
所
、
氏
名
（
ふ

　
り
が
な
）
、
電
話
番
号
、
年

　
齢
を
書
い
て
、
応
募
は
が
き

　
か
官
製
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク

　
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
合
併
協

　
議
会
事
務
局
へ
送
付
（
ま
た

　
は
持
参
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
両
市
町
の
合
併
推
進

　
窓
口
に
持
参
す
る
こ
と
も
で

　
き
ま
す
。
一
人
で
何
点
で
も

　
応
募
で
き
ま
す
が
、
同
一
人

　
の
同
一
名
称
の
応
募
は
、
一

　
点
限
り
と
し
ま
す
。
�

◆
応
募
先
　
〒
６
５
６
・
８
６

　
８
６
　
洲
本
市
本
町
三
ー
四

　
ー
一
〇
　
洲
本
市
・
五
色
町

　
合
併
協
議
会
事
務
局
f
a
x
 

　
２
６
・
３
７
７
８

電
子
メ
ー
ル
�

w
w
w
11.ocn.ne.jp/̃sggappei/

�

◆
募
集
期
間
　
八
月
二
十
日
（水）

　
〜
九
月
三
十
日
（火）
ま
で
�

◆
懸
　
賞
　
応
募
さ
れ
た
中
か

　
ら
次
の
賞
を
決
定
し
賞
品
を

　
贈
呈
し
ま
す
。
�

▽
名
付
け
親
大
賞
（
会
長
賞
）

　
一
人
（
十
万
円
相
当
の
商
品

　
券
）
�

　
新
市
の
名
称
と
し
て
選
ば
れ

た
作
品
の
応
募
者
か
ら
抽
選
で

決
定
し
ま
す
。
�

▽
名
付
け
親
賞
（
副
会
長
賞
）

　
二
人
以
内
（
三
万
円
相
当
の

　
商
品
券
）
�

　
新
市
の
名
称
と
し
て
選
ば
れ

た
作
品
の
応
募
者
で
「
名
付
け

親
大
賞
」
か
ら
漏
れ
た
人
の
中

か
ら
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。
�

▽
特
別
賞
　
十
三
人
（
五
千
円

　
相
当
の
商
品
券
）
�

　
名
付
け
親
大
賞
、
名
付
け
親

賞
の
受
賞
者
以
外
の
人
か
ら
抽

選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
�

▼
詳
し
く
は
、
同
合
併
協
議
会

事
務
局
（
　
２
６
・
３
７
７
７
）

へ
。
�

新
し
い
市
の
名
称
を
考
え
て�

新
し
い
市
の
名
称
を
考
え
て�

バーベキューで�
残暑を吹き飛ばせ�

　エトワール生石では、８月末ま

でバーベキュー営業を行っていま

す。初秋の夜をバーベキューでお

楽しみください。�

◆と　き　８月３１日までの正午

　～午後３時、　午後５時～８時�

◆利用料金　一人３,０００円（肉

　や魚介類　のほか、野菜、おに

　ぎり、炭など一式）�

◆予　約　予約が必要です。１０

　人以上で　お申し込みください。�

　詳しくは、エトワール生石（　

２５・７０３３）へ。�

�

▼
�

◆開催期間　１０月３０日～１１月３日

　募集要項は９月に配布します�

◆部　門　日本画、洋画、書、彫

　塑、工芸、写真�

◆応募資格　満１５歳以上�

◆出品点数　１人１部門につき１

　点、自作未発表のもの�

　詳しくは、市美術展運営委員会

（教育委員会内　２２・３３２１

内線３７３）へ。�

▼
�

力作をお待ちしています�力作をお待ちしています�力作をお待ちしています�
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�

�

�

新
し
い
委
員
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た

新
し
い
委
員
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た�

就
任
ご
あ
い
さ
つ

就
任
ご
あ
い
さ
つ�

新
し
い
委
員
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た�

　
臨
時
市
議
会
が
、
七
月
二
十

五
日
開
催
さ
れ
、
一
般
会
計
や

水
道
事
業
会
計
の
補
正
予
算
な

ど
の
ほ
か
、（
仮
称
）
洲
本
市
総

合
文
化
体
育
館
の
新
築
に
関
す

る
工
事
請
負
契
約
の
議
案
が
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
文
化
体
育
館
（
鉄
筋
一
部
鉄

骨
造
り
、
地
上
三
階
地
下
一
階
、

延
べ
面
積
一
万
二
千
六
十
八
平

方
　
）
は
、
文
化
ホ
ー
ル
や
会

議
室
兼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
ほ
か
、

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
な
ど
の
健
康
増

進
設
備
を
備
え
て
い
ま
す
。
完

成
は
平
成
十
六
年
度
末
で
、
平

成
十
八
年
に
開
催
さ
れ
る
兵
庫

国
体
で
は
、
成
年
女
子
九
人
制

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
会
場
と
な
り

ま
す
。
�

　
ま
た
、
正
副
議
長
選
挙
な
ど

が
行
わ
れ
、
議
長
に
奥
井
正
展

氏
、
副
議
長
に
田
村
昭
治
氏
、

議
会
選
出
の
監
査
委
員
に
小
川

英
一
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
今
議
会
で
決
ま
っ
た
常
任
委

員
会
な
ど
の
委
員
構
成
は
次
の

と
お
り
で
す
（
◎
は
委
員
長
、

○
は
副
委
員
長
、
敬
称
略
）
。
�

◆
総
務
常
任
委
員
会
�

◎
山
本
義
孝
　
○
宮
本
徳
治
�

　
小
川
英
一
　
　
森
　
康
行
�

　
小
松
　
茂
　
　
木
戸
内
良
夫
�

　
谷
　
文
雅
　
　
田
村
昭
治
�

◆
教
育
民
生
常
任
委
員
会
�

◎
名
田
英
樹
　
○
望
月
慶
子
�

　
和
田
正
昭
　
　
生
田
進
三
�

　
硲
口
千
惠
美
　
高
田
隆
安
�

　
浜
端
嘉
和
�

◆
産
業
建
設
常
任
委
員
会
�

◎
片
岡
　
格
　
○
戸
田
公
三
�

　
奥
井
正
展
　
　
島
田
　
暁
�

　
地
村
耕
一
良
　
柳
　
雅
文
�

　
上
田
淳
一
郎
�

◆
議
会
運
営
委
員
会
�

◎
上
田
淳
一
郎
○
高
田
隆
安
�

　
戸
田
公
三
　
　
小
川
英
一
�

　
望
月
慶
子
　
　
硲
口
千
惠
美
�

　
小
松
　
茂
　
　
柳
　
雅
文
�

◆
市
町
合
併
研
究
特
別
委
員
会
�

◎
宮
本
徳
治
　
○
小
川
英
一
�

　
森
　
康
行
　
　
小
松
　
茂
�

　
片
岡
　
格
　
　
柳
　
雅
文
�

　
上
田
淳
一
郎
　
田
村
昭
治
�

◆
広
域
交
通
検
討
特
別
委
員
会
�

◎
木
戸
内
良
夫
○
生
田
進
三
�

　
戸
田
公
三
　
　
名
田
英
樹
�

　
望
月
慶
子
　
　
硲
口
千
惠
子
�

　
地
村
耕
一
良
　
浜
端
嘉
和
�

�

　
去
る
七
月
二
十
五
日
に
開
会

さ
れ
ま
し
た
臨
時
市
議
会
に
お

き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推

挙
に
よ
り
、
伝
統
あ
る
洲
本
市

議
会
議
長
並
び
に
副
議
長
の
要

職
に
私
ど
も
が
就
か
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
�

　
さ
て
現
在
、
本
市
で
は
隣
接

い
た
し
ま
す
津
名
郡
五
色
町
と

の
行
政
合
併
に
関
す
る
法
定
協

議
会
が
設
置
さ
れ
、
鋭
意
合
併

の
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
�

　
ま
た
、
今
日
の
経
済
状
況
は

依
然
と
し
て
厳
し
く
、
市
民
生

活
や
市
の
財
政
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
市
民
の
行
政
に
対

す
る
要
望
は
増
大
し
て
お
り
、

行
政
は
こ
れ
ら
の
要
望
に
出
来

得
る
限
り
応
え
る
反
面
、
な
お

一
層
の
効
率
化
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
�

　
こ
の
よ
う
な
時
期
に
あ
た
っ

て
、
私
ど
も
は
改
め
て
そ
の
職

責
の
重
さ
を
認
識
し
、
今
後
と

も
市
民
福
祉
の
向
上
に
誠
心
誠

意
務
め
る
こ
と
を
決
意
し
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
、
信
託
を
受

け
た
皆
様
の
代
表
と
し
て
、
そ

の
権
限
を
最
大
限
に
発
揮
し
洲

本
市
議
会
の
運
営
に
務
め
な
が

ら
、
皆
様
の
声
を
行
政
に
届
け
、

そ
の
実
現
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
�

　
市
民
の
皆
様
方
に
は
、
旧
前

に
引
き
続
き
ま
し
て
の
力
強
い

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

し
て
、
甚
だ
簡
単
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
�

メ
ー
�

ト
ル
�

就
任
ご
あ
い
さ
つ�

夢あるくらしのパートナー�
�

理�事�長��
�
藤　　　勝�
�

本店／洲本市栄町一丁目３番�１�７�号�TEL.０�７�９�９�（�２�２�）�５�５�５�５�（�代�）��
�店舗　淡路地域�１�８�ヵ店　阪神地域４ヵ店　播磨地域７ヵ店�

�

洲本市議会�洲本市議会�

議長に奥井正展氏�議長に奥井正展氏�議長に奥井正展氏�副議長に田村昭治氏�副議長に田村昭治氏�副議長に田村昭治氏�

監査委員に小川英一氏�監査委員に小川英一氏�監査委員に小川英一氏�

議　長�
奥井正展�

副議長�
田村昭治�
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　３年生が６月３日～５日まで、東京・千葉方面へ行きました。�
今年は、「早稲田商店街」で島の特産品である“タマネギ・くぎ煮・甘夏ミ
カン”を販売するという体験をしてきました。はっぴを着て、「総合の時間」
に作成したチラシを持って、通行の人たちに手渡したり、呼び込みをしまし
た。最初は少し恥ずかしかったけど、慣れてくると大きな声がでるようにな
ってきました。「いらっしゃいませ。ありがとうございました。」おかげで、
２時間ですべて完売しました。みんなとってもいい体験ができました。�
�

　１年生は、７月８日に「木山 薫 先生」を迎えて、点字教室を開きました。
木山先生のお話しにあった目の不自由な生徒の言葉に、子どもたちは、静
かに聞き入っていました。「目の見える人に、目の見えない者の苦しみは分
からない。」しかし、障害をもつ人に少しでも役立つことができる人間にな
ろうと今回は点字に取り組みました。�
�

　２年生にとって、５日間はとても勉強になったようです。地域の人たち
にお世話になって、社会人になることの厳しさや仕事の責任を痛感したこ
とと思います。また、「いらっしゃいませ。」「ありがとうございました。」
いつも言ってもらっている言葉が、自分で出す立場になると、とても恥ず
かしく感じることも経験したことでしょう。�
　保護者にとっても、子どもの社会体験は親の社会体験よりもずっと気に
なっていたようです。受入先の事業所やボランティアの人たちの苦労をと
てもありがたく受け取っておられました。事業所の人にも、生徒が来るま
では、とても不安で「こんな仕事するのいや。」と言われたらどうしよう
と思っていたのが、すごくやる気のある子どもばかりで、毎日の進歩を誉
めて頂きました。「この体験が将来の夢や職業選びに、生きる上で役立つ
ことがあれば」と言ってくれました。�
�

　安乎中学校では、「総合的な学習の時間」に生徒全員がパソコン
を使って　自己紹介メッセージやプレゼンテーションなどの作品を
作る活動を取り入れています。�

　一人一人が、パソコンを使って　目的に合った作品を楽しみ
ながら作成することを通して、自ら学び、自ら考え、主体的に
判断し、よりよく問題を解決する資質や能力を育てるとともに、
情報処理能力が自然に、そして着実に身についてきています。�

（トライやる・ウィーク報告会に向けて）�

７�
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希少植物ハマボウと流れ着いたゴミ�
みんなで見て考えよう　成ヶ島�

�

　由良の無人島成ヶ島で、７月１３日、ハマボウの観察会が開かれました。成ヶ島には大

阪湾を漂流したゴミがたくさん流れついています。参加者たちは小雨のぱらつく中、希少

植物のハマボウやハクセンシオマネキなどを観察しならが清掃活動も行いました。�

　成ヶ島で永年清掃活動を行っている「国立公園成ヶ島

を美しくする会」が、国土交通省の海をきれいにするた

めの一般協力者の奉仕活動表彰を、７月２３日「海のフ

ェスタKOBE～海の祭典２００３～」で受けました。�

　７月１３日の午後からはエトワール生石で環境を考え

るシンポジウムが開催され、成ヶ島を美しくする会や由

良中学校生徒会などにより活動の発表が行われました。

その後の質疑応答では、流れ着くゴミがどのようにすれ

ば少なくなるかなどが話し合われました。�

写真�ニュース�

　７月は、社会を明るくする運動の強調月間です。

今年は、「犯罪や非行を防止し、罪を犯した人や非

行をした少年の更生を支え、人々が支えあって生き

ていく明るい地域づくりに参画する」ことを重点目

標とし、７月６日ジャスコ新洲本店前で、街頭キャ

ンペーンが行われました。�

「犯罪や非行のない明るい社会」�
それはすべての人々の願いです�

�

　JICA（国際協力事業団）の「畑地帯農業管理コー

ス」プログラム研修生が、７月２９日鮎屋の大城池

や鮎屋川ダムなどため池の視察に訪れました。ケニ

アやパプアニューギニアなどの農業技術者９人は、

洲本の灌漑施設を熱心に見学しました。�

淡路のため池を参考に�
途上国の技術者が視察�

�



世界のテケテケが　やってきた�

暑さを吹き飛ばせ�
ちょうさじゃちょうさじゃ�

�

第７回洲本市民会館自主事業としてベンチャーズ・

ジャパンツアー２００３が、７月１８日行われました。

ダイアモンド・ヘッドや京都の恋など往年のヒット

曲で、満員の会場を湧かせました。�

柴右衛門と仲間たちに会いにきて！�
八だぬき絵本　原画展�

�

カネボウ化粧品流通センターが開所�

柴右衛門を題材にした「洲本八だぬきものがたり」の絵本

原画展が、７月１９日から８月３１日まで淡路文化史料館で

行われています。期間中、人形劇「淡路芝右衛門狸」や原作

者の長野ヒデ子さんの講演会など、多彩な催しが開催されて

います。�

カネボウ電子!跡地に、カネボウ化粧品洲本流通

センターが6月に開所しました。同センターの業務

は化粧品の海外輸出や検品などで、市内からも従業

員が雇用されています。�

９�

�

広
告�日本最初の�

健康体操�
●洲本教室…中央公民館（第２・第４木曜日 朝１０時）�
●安乎教室…安乎公民館（月１回 夜７時３０分）�

０７９９－２４－３３８７（山本千代子）�
０７９９－８６－０８９３（本多佐和子）�
－お問い合せ－�

じ きょう じゅつ�生徒募集�

へ�

◆と　き　９月３日（水）午前１１時３０分～１２時３０分�
◆ところ　ジャスコ新洲本店周辺�
◆主 催　兵庫労働局・ハローワーク、兵庫県、（社）兵庫県障害者
　　　　　  雇用促進協会�
s詳しくは、（社）兵庫県障害者雇用促進協会（1０７８・３６０・３６８１）へ。�
�

　障害者に対する理解と認識を深めるとともに、障害者雇用の促進と
職業の安定を図るため、街頭キャンペーンを実施します。�
�

障害者雇用促進街頭キャンペーン開催�障害者雇用促進街頭キャンペーン開催�障害者雇用促進街頭キャンペーン開催�

�
みこしを担いで歩く男衆に勢いよく水をかけるこ

とで有名な由良の夏越祭りが、７月３１日行われま

した。由良湊神社を出発し、最後はみこしとともに

海に入り、前厄のけがれをはらいました。�

�

�



１０�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
洲
本
市
医
師
会
、
洲�

本
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
連
載
し�

て
い
ま
す
。�

写真の人に出合ったら、広報にのって�
いたねと、ひと声かけてね。�

　
目
の
構
造
は
よ
く
カ
メ
ラ
に

例
え
ら
れ
ま
す
。
カ
メ
ラ
の
レ

ン
ズ
に
相
当
す
る
水
晶
体
（
図

A
）
の
濁
っ
た
状
態
が
白
内
障

で
す
。�

　
原
因
は
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

や
糖
尿
病
に
合
併
す
る
も
の
、

外
傷
や
先
天
因
子
に
よ
る
も
の
、

薬
剤
や
紫
外
線
の
影
響
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
最
も
多
い
原
因
は

加
齢
つ
ま
り
老
人
性
白
内
障
で
、

四
十
歳
代
よ
り
出
現
七
十
歳
代

で
大
部
分
が
白
内
障
と
診
断
さ

れ
ま
す
。�

　
症
状
は
目
の
か
す
み
、
ま
ぶ

し
さ
、
物
が
二
重
に
見
え
る
、

眼
鏡
が
合
い
に
く
い
な
ど
で
す
。�

　
治
療
は
手
術
と
薬
物
療
法
が

あ
り
ま
す
。
運
転
免
許
の
更
新

が
で
き
な
い
な
ど
日
常
生
活
に

支
障
が
あ
る
場
合
は
、
濁
っ
た

水
晶
体
を
取
り
除
く
手
術
が
必

要
で
す
。
手
術
を
す
れ
ば
他
に

目
の
病
気
が
な
い
限
り
視
力
は

回
復
し
ま
す
。
そ
の
反
面
、
手

術
後
に
色
調
の
変
化
（
物
が
青

白
く
見
え
る
）
・
ま
ぶ
し
さ
・

流
涙
感
な
ど
が
出
現
し
た
り
、

ま
た
手
術
時
に
埋
め
込
む
人
口

水
晶
体
に
は
取
り
除
か
れ
た
本

来
の
水
晶
体
の
よ
う
な
調
節
力

が
な
く
ピ
ン
ト
合
わ
せ
が
苦
手

と
な
り
ま
す
。�

　
一
方
、
白
内
障
が
ま
だ
軽
く

日
常
生
活
に
あ
ま
り
不
自
由
の

な
い
人
や
、
手
術
を
受
け
た
く

な
い
人
に
は
点
眼
薬
や
内
服
薬

に
よ
る
薬
物
療
法
を
行
い
ま
す
。

先
日
あ
る
新
聞
で
「
白
内
障
薬

効
果
な
し
」
と
誤
っ
た
報
道
が

さ
れ
不
安
を
持
た
れ
た
人
も
い

る
と
思
い
ま
す
。
後
日
同
紙
よ

り
訂
正
と
お
詫
び
の
記
事
が
出

ま
し
た
が
、
四
十
五
年
前
に
カ

タ
リ
ン
と
い
う
物
質
の
水
晶
体

蛋
白
の
変
性
抑
制
作
用
が
報
告

さ
れ
、
白
内
障
治
療
点
眼
薬
と

し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
二
十

年
前
の
臨
床
試
験
に
お
い
て
も

そ
の
効
果
が
再
評
価
さ
れ
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
日
本
だ
け
で
な

く
独
・
仏
は
じ
め
先
進
二
十
数

か
国
で
現
在
も
広
く
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。�

　
日
本
は
世
界
一
の
長
寿
国
で

す
。
い
く
つ
に
な
っ
て
も
快
適

な
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ラ
イ
フ
が
楽
し

め
る
よ
う
、
白
内
障
を
克
服
し

ま
し
ょ
う
。�

�

藤井眼科�

藤井  啓誠 医師�

募

集
�

白
内
障
の
は
な
し�

�　
要
約
筆
記
と
は
耳
の
聞
こ
え

な
い
人
に
書
い
て
伝
え
る
筆
記

通
訳
の
こ
と
で
す
。
聞
こ
え
な

い
人
は
一
般
的
に
は
、
「
手
話
」

が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方

法
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

人
生
の
途
中
で
聞
こ
え
な
く
な

っ
た
り
、
高
齢
で
聞
こ
え
な
く

な
っ
た
人
に
は
、
手
話
は
ほ
と

ん
ど
覚
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
�

◆
と
　
き
　
九
月
六
日
〜
十
一

　
月
八
日
の
毎
週
土
曜
日
午
後

　
一
時
半
〜
三
時
半
�

◆
と
こ
ろ
　
三
原
町
中
央
公
民

　
館
�

◆
募
集
人
員
　
十
五
人
�

◆
受
講
料
　
二
千
五
百
円
（
テ

　
キ
ス
ト
代
な
ど
）
�

◆
締
切
り
　
八
月
二
十
九
日
f
�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

洲
本
市
健
康
福
祉
館
内
淡
路
聴

覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー
（
1
２
４
・

３
８
５
０
）
へ
。
�

���

���　
あ
な
た
の
目
の
前
で
突
然
、

人
が
倒
れ
た
、
息
を
し
て
い
な

い
、
心
臓
が
動
い
て
い
な
い
、

あ
な
た
な
ら
ど
う
し
ま
す
か
。

そ
れ
が
も
し
自
分
の
大
切
な
人

や
家
族
だ
っ
た
ら
…
。
�

　
心
停
止
に
陥
っ
た
人
が
、
救

命
や
社
会
復
帰
に
達
す
る
に
は
、

▽
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
の

早
い
応
急
手
当
と
早
い
一
一
九

番
通
報
　
▽
救
急
隊
員
の
救
急

処
置
と
搬
送
　
▽
医
療
機
関
で

の
救
命
処
置
が
、
迅
速
・
強
固

に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
の
ど
れ
が
弱
く
て

も
、
欠
け
て
も
救
命
や
社
会
復

帰
は
望
め
ま
せ
ん
。
�

　
淡
路
広
域
消
防
で
は
、
救
急

車
が
到
着
す
る
ま
で
の
わ
ず
か

な
時
間
に
、
そ
の
場
に
居
合
わ

せ
た
人
が
適
切
に
応
急
手
当
で

き
る
よ
う
に
講
習
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
�

◆
コ
ー
ス
 
応
急
手
当
講
習
（
一

　
〜
二
時
間
）
、
普
通
救
命
講

　
習
（
三
時
間
）
、
上
級
救
命

　
講
習
（
八
時
間
）
�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

島
内
各
消
防
署
（
所
）
へ
。
�

� 要
約
筆
記
奉
仕
員
�

養
成
講
座
受
講
生
�

�

あ
な
た
の
勇
気
で
�

救
命
の
リ
レ
ー
を
！
�

�

�

�

（図A）�

９
月
７
日
（日）
〜
１３
日
（土）
は
�

「
救
急
医
療
週
間
」
�

９
月
９
日
（日）
は「
救
急
の
日
」�



１１�

わが家の　ホ ー プ�

元気に育ってね。�
　　　　　　　　　母：千代さん（本町）�

英
会
話
ス
ク
ー
ル
参
加
者
�

�　
洲
本
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

国
際
感
覚
の
高
揚
を
図
る
た
め

次
の
日
程
で
英
会
話
ス
ク
ー
ル

を
開
講
し
、
受
講
生
を
募
集
し

ま
す
。
�

◆
と
　
き
　
九
月
四
日
e
、
十

　
八
日
e
、
十
月
二
日
e
、
十

　
六
日
e
、
十
一
月
六
日
e
、

　
二
十
七
日
e
、
十
二
月
十
一

　
日
e
、
午
後
七
時
〜
（
た
だ

　
し
、
初
回
の
み
六
時
半
〜
）
�

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
市
民
会
館
会
 
 
 
 
 
 
 
 
�

 
議
室
�

◆
内
　
容
　
外
国
人
講
師
三
〜
 
�

 
四
人
と
受
講
生
と
の
フ
リ
ー
�

 
ト
ー
キ
ン
グ
�

◆
対
　
象
　
十
八
歳
以
上
の
社

　
会
人
�

◆
受
講
料
　
一
般
六
千
円
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
協
会
員
五
千
円
（
四
か
月

　
分
受
講
料
）
�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

同
協
会
事
務
局
（
市
役
所
企

画
部
企
画
課
内
1
２
２
・
３

３
２
１
内
線
２
２
８
）
へ
。
�

��◆
種
　
目
　
1
防
衛
大
学
校
（
推

　
薦
）
2
防
衛
大
学
校
（
一
般
）

　
3
防
衛
医
科
大
学
校
4
看

　
護
学
生
�

◆
身
　
分
　
特
別
職
国
家
公

　
務
員
�

◆
応
募
資
格
　
1
2
3
高
卒
（
見

　
込
み
を
含
む
）
二
十
一
歳

　
未
満
の
人
4
高
卒
（
見
込
み

　
を
含
む
）
二
十
四
歳
未
満
の

　
人
�

◆
受
付
期
間
　
1
九
月
五
日
f

　
〜
九
月
九
日
c
2
3
4
九
月

　
十
二
日
f
〜
十
月
十
日
f
�

▼
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
淡
路
募

集
事
務
所
（
1
２
４
・
２
４
４

９
）
か
、
市
役
所
総
務
部
総
務

課
（
1
２
２
・
３
３
２
１
内
線

２
２
５
）
へ
。
�

������◆
と
　
き
　
▽
筆
記
試
験
　
平

　
成
十
六
年
一
月
二
十
五
日
a

　
▽
実
技
試
験
　
三
月
七
日
a
�

◆
受
　
付
　
八
月
十
三
日
d
〜

　
九
月
十
二
日
f
�

◆
受
験
手
数
料
　
一
万
三
千
三

　
百
円
�

▼
受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、

7
社
会
福
祉
振
興
・
試
験
セ
ン

タ
ー
（
1
０
３
・
３
４
８
６
・

７
５
５
９
、
�

　
　
　
　
　
へ
。
　
�

���◆
と
　
き
　
十
一
月
九
日
a
�

◆
と
こ
ろ
　
流
通
科
学
大
学
　

　
（
神
戸
市
）
�

◆
受
　
付
　
九
月
八
日
b
〜
十

　
二
日
f
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
都
市
整
 

 

 

備
部
下
水
道
課
（
1
２
２
・
３

３
２
１
内
線
３
３
５
、
３
３
６
）

へ
。
�

����　
�

　
市
で
は
交
通
事
故
に
遭
わ
れ

た
人
を
救
済
す
る
た
め
に
「
市

民
交
通
傷
害
保
険
制
度
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
�

▼
申
込
み
カ
ー
ド
な
ど
詳
し
く

は
、
市
役
所
市
民
生
活
部
人
権

推
進
課
市
民
相
談
係
（
1
２
２
・

３
３
２
１
内
線
３
４
６
）
へ
。
�

�

�

　道路防災週間は、９月１日の「防災の日」の前に

災害に備えるための防災意識を高め、大切な国民の

財産である道路をみんなで守るために設けています。�

　道路に関する疑問や悩みなどは「道の相談室」を

ご利用ください。�

　1０１２０・１０６・４９７（フリーダイヤル）�

　　HP　http://www.kinkiroad.org/soudan�

また、国道に関する工事規制・雨量情報など道路情

報サービスもご利用ください。�

　　　i-mode　http://road.kkr.mlit.go.jp/i/�

         EZweb　http://road.kkr.mlit.go.jp/ez/�

         J-sky　http://road.kkr.mlit.go.jp/j/�

　　　HP　http://road.kkr.mlit.go.jp/road/�

s詳しくは、国土交通省近畿地方整備局兵庫国道事
務所（1０７８・３３４・１６００）へ。�

�

◆市民税県民税（普通徴収）　　第２期�

◆国民健康保険           　　　　 第２期�

◆介護保険料（普通徴収） 　　　 第２期�

◆個人事業税（県税）　　　　　第１期�

◆納期  ９月１日（月）�

納税は、便利、安全、確実な口座振替えを�

ご利用ください。�

　市役所総務部税務課・兵庫県淡路県民局�
                                （洲本県税事務所）�

今月の納税�

８月２５日から３１日は、�
�

８月２５日から３１日は、�
�

８月２５日から３１日は、�
　　　　�

か い と �

さ く ら �

�

H
P
 http://w

w
w
.

sssc.or.jp）�

�

今月の資源ごみの拠点回収�今月の資源ごみの拠点回収�今月の資源ごみの拠点回収�
８月２８日（木）（第４木曜日）�

午前７時～正午�
�

お
知
ら
せ�

� 「道路防災週間」です�「道路防災週間」です�
自
　
　
衛
　
　
官
�

s詳しくは、市役所市民生活部環境整備課（1２２・

３３２１内線３４３）へ。�

心 ちゃん（平成１２年２月３日生まれ）�
西田　凱登 くん （平成９年１０月１７日生まれ）�

采紅良 ちゃん（平成１４年１２月５日生まれ）�



１２　　�

情報広場�

都
市
計
画
決
定
の
案
を
�

縦

覧

し

ま

す

�

◆
計
画
案
の
内
容
　
洲
本
都
市

　
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及

　
び
保
全
の
方
針
「
洲
本
都
市

　
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
�

◆
縦
覧
期
間
　
八
月
二
十
日
（水）

　
〜
九
月
二
日
（火）
（
た
だ
し
、

　
土
・
日
曜
は
除
き
ま
す
）
�

◆
縦
覧
場
所
　
市
役
所
都
市
整

　
備
部
都
市
計
画
課
、
兵
庫
県

　
県
土
整
備
部
ま
ち
づ
く
り
局

　
都
市
計
画
課
�

◆
意
見
書
の
提
出
　
本
案
に
意

　
見
の
あ
る
人
は
、
縦
覧
期
間

　
内
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

　
と
が
で
き
ま
す
。
住
所
、
氏

　
名
、
年
齢
、
案
件
に
つ
い
て

　
の
意
見
を
書
い
て
兵
庫
県
知

　
事
あ
て
に
提
出
し
て
く
だ
さ

　
い
。
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
都
市
整

備
部
都
市
計
画
課
（
　
２
２
・

３
３
２
１
内
線
２
３
６
、
２
３

７
）
へ
。
�

緊

急

雇

用

創

出

�

事

業

に

つ
い

て
�

　
市
で
は
、
交
付
金
を
活
用
し
、

緊
急
雇
用
創
出
事
業
を
実
施
し

ま
す
。
�

◆
業
務
内
容
　
史
跡
管
理
業
務
 

　
（
清
掃
、
草
刈
り
な
ど
植
栽

　
管
理
）
�

◆
雇
用
期
間
　
平
成
十
五
年
十

　
月
〜
平
成
十
六
年
三
月
�

◆
募
集
人
員
　
三
人
�

◆
募
集
期
間
　
八
月
十
八
日
（月）

　
〜
二
十
九
日
（金）
ま
で
�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
　
２
４
・

４
８
３
０
）
へ
。
�

旧
軍
毒
ガ
ス
弾
な
ど
に

関
す
る
情
報
提
供
の
お
願
い
�

　
最
近
、
工
場
現
場
で
作
業
中

の
人
が
旧
軍
の
毒
ガ
ス
剤
に
よ

り
被
災
し
た
り
、
旧
軍
の
嘔
吐

剤
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
化
学

物
質
に
よ
る
健
康
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
�

　
旧
軍
毒
ガ
ス
弾
な
ど
に
よ
る

被
災
事
故
を
防
止
す
る
た
め
の

情
報
収
集
の
一
環
と
し
て
、
国

で
は
、
旧
軍
毒
ガ
ス
弾
の
終
戦

時
に
お
け
る
保
有
や
廃
棄
、
戦

後
に
お
け
る
発
見
や
被
災
状
況

な
ど
の
調
査
を
行
い
ま
す
。
県

で
も
、
皆
さ
ん
に
情
報
の
提
供

を
お
願
い
し
ま
す
。
�

▼
情
報
は
、
兵
庫
県
健
康
生
活

部
環
境
局
環
境
情
報
セ
ン
タ
ー

（
　
０
７
８
・
３
６
２
・
３
２

７
６
）
へ
。
�

電
気
設
備
無
料
相
談
会
�

◆
と
　
き
　
八
月
二
十
六
日
（火）

　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
�

◆
と
こ
ろ
　
▽
リ
ベ
ラ
ル
物
部

　
店
　
▽
洲
本
商
工
会
議
所
別

　
館
前
�

▼
詳
し
く
は
、
兵
庫
県
電
気
工

事
工
業
組
合
淡
路
支
部
（
　
２

２
・
０
５
６
６
）
へ
。
�

�

　最近、携帯電話の出会い系サイトやパソコンのインター
ネットを利用したとして、その料金名目に請求書を送付等
してくる事案が多発しています。その請求には大きく分け
て二種類あり、一つは、まったくの架空請求で、業者が何
らかの名簿をもとに大量に請求書を送付し、受け取った人
の勘違いや、かかわりたくないために請求金額を振り込む
ことを狙ったものです。このような場合は、放置しておけ
ば大丈夫です。もう一つは、「無料」といった広告メール
や「ワン切り」などで使って、利用した状況を作るものです。
業者が「利用した」と言い張るケースでも契約が成立して
いるものは少なく、多くの場合、支払い義務はありません。
回収業者を名乗っていても、正式な手続きをしていない業
者の請求には応じないようにしましょう。�
　また、すでに知られている以上の情報（住所、氏名、職場、
電話番号など）は教えないようにし、業者から送られてき
た郵便物やメールは保存、電話は録音などして事後に備え、
それでも不安な時は警察に相談して下さい。　　�

洲本警察署�
�

覚えのない情報料金の請求にご注意を！�覚えのない情報料金の請求にご注意を！�平成１５年度洲本市農業祭�平成１５年度洲本市農業祭�

◆と　き　９月２０日（土）、午前８時３０分～
　（小雨決行、荒天の場合は２１日（日）に順延）�

◆ところ　城戸アグリ公園�
◆内　容　　�
　　畜産共進会（乳牛・和牛）　　�

　　淡路ビーフの焼肉コーナー　　�

　　野菜・海産物など

　　の青空市　　�

　　堆肥の無料配布�

　　福引コーナーなど�

　詳しくは、市役所産

業振興部農政課（　２

２・３３２１内線２４

４）へ。�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▼
�

洲本ガスからのお知らせとお願い�洲本ガスからのお知らせとお願い�洲本ガスからのお知らせとお願い�

お問い合せ先　洲本ガス（株）�
TEL22-4424  FAX24-1410



１３�

２５６�

セトウチフキバッタの成虫�

写真�
文�

堀　田　　　久�
（淡路昆虫研究会会長）�

��セ
ト
ウ
チ
フ
キ
バ
ッ
タ
�

�　
フ
キ
バ
ッ
タ
類
は
種
類
が
多

く
て
、
日
本
に
は
二
十
六
種
類

生
息
し
て
い
ま
す
。
セ
ト
ウ
チ

フ
キ
バ
ッ
タ
は
全
体
に
黄
緑
色

で
、
成
虫
に
な
っ
て
も
羽
は
短

く
、
雄
の
体
長
は
二
十
六
　
前

後
、
雌
の
方
が
大
き
く
て
三
十

五
　
前
後
あ
り
ま
す
。
�

　
成
虫
は
七
月
か
ら
十
一
月
に

か
け
て
現
わ
れ
、
林
の
周
辺
の

低
木
や
草
の
上
で
生
活
し
て
い

ま
す
。
成
虫
も
幼
虫
も
草
食
性

で
、
い
ろ
い
ろ
な
植
物
の
葉
を

食
べ
ま
す
が
、
フ
キ
の
よ
う
に

葉
の
広
い
草
や
、
木
の
葉
を
好

ん
で
食
べ
る
よ
う
で
す
。
�

　
バ
ッ
タ
は
土
中
に
産
卵
す
る

も
の
が
多
い
の
で
す
が
、
フ
キ

バ
ッ
タ
は
朽
木
に
産
卵
し
ま
す
。
�

　
セ
ト
ウ
チ
フ
キ
バ
ッ
タ
は
、

本
州
（
紀
伊
半
島
沿
岸
と
中
国

地
方
）
、
四
国
、
九
州
な
ど
に

分
布
し
て
い
て
、
淡
路
島
で
も

各
地
で
見
ら
れ
ま
す
。
�

ミ
リ
�

ミ
リ
�

▼
�

◆と　き　９月７日（日）�

　午前１０時～午後４時�

◆ところ　洲本環境センター

　「すいせん苑」（塩屋１―

　１―４　駐車場あり）�

　詳しくは、市役所都市整備

部下水道課（　２２・３３２

１内線３３５、３３６）へ。�
下水道マスコットキャラクター�

スイスイ�

下水道　旅する水のお医者さん

下水道　旅する水のお医者さん
下水道週間下水道週間�
９月４日～日～１０日�
下水道週間�
９月４日～１０日�

◆
八
月
十
七
日
（日）
�

▽
午
前
十
時
〜
午
後
一
時
�

 
大
野
公
民
館
�

▽
午
後
二
時
半
〜
三
時
半
�

 
ジ
ャ
ス
コ
新
洲
本
店
�

◆
八
月
二
十
日
（水）
�

▽
午
前
九
時
半
〜
午
後
三
時
半
�

 
洲
本
市
健
康
福
祉
館
�

◆
九
月
三
日
（水）
�

▽
午
前
九
時
半
〜
正
午
�

▽
午
後
一
時
〜
三
時
半
�

　
洲
本
市
健
康
福
祉
館
�

◆
九
月
九
日
（火）
�

▽
午
前
九
時
半
〜
午
後
三
時
半
�

　
三
洋
電
機
（株）
ソ
フ
ト
エ
ナ
ジ
�

　
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
�

▼
詳
し
く
は
、
市
保
健
セ
ン
タ

ー
（
　
２
２
・
３
３
３
７
）
へ
。
�

成

年

後

見

制

度

�

相

談

会

�

�◆
と
　
き
　
九
月
六
日
（土）
午
後

　
一
時
〜
午
後
四
時
�

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
市
総
合
福
祉

　
会
館
三
階
（
山
手
）
�

◆
内
　
容
　
▽
成
年
後
見
制
度

　
の
概
要
や
利
用
法
　
▽
高
齢

　
者
・
障
害
者
の
財
産
管
理
・

　
処
分
　
▽
そ
の
他
高
齢
者
や

　
障
害
者
が
困
っ
た
り
、
不
安

　
に
感
じ
て
い
る
こ
と
�

▼
詳
し
く
は
、
成
年
後
見
セ
ン

タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
洲

本
地
区
幹
事
事
務
所
（
濱
口
司

法
書
士
事
務
所
内
　
０
７
９
９
�

・
６
２
・
５
８
２
９
）
へ
。
�

�

（しとうりゅう）�

水�
日�

洲本市スポーツセンター�
洲本市スポーツセンター�

p.m．6：00～8：00（少年・一般）�
p.m．7：00～9：00（少年・一般）�

「拳志会」淡路島道場 TEL.42－2517

3，000円�

練習日� 時　　　　間� 場　　　　所�

�

TEL 26-1133

私たちの住む淡路島の特産品を全国へ宅配します。�
いろいろ選んで詰め合わせる「うまいもん」ギフトが好評！�

�

ギフトに淡路特産品を！�

淡路ごちそう館� （みけつくに）�御食国�

毎月第２・３水曜日は定休日となっています。�
貸切等の事情により上記定休日以外でも一般営業をお休みする場合がございます。�

献
血
日
程�

▽
�

基調講演　現代家族のライフスタイル－新しい社会　

　　　　　システムへの変革　　講　師　八代尚宏さん�

対　　談　一人ひとりの存在が輝く時－真の豊かさを

　　　　　実現するために　　対談者　八代尚宏さん、

　　　　　川本裕子さん�

◆と　き　９月９日（火）午後１時３０分～４時３０分�

　　　　　　女性が活躍できる場を広げよう！　　未

　　　　　来への期待　　参画と協働で取り組もう！

　　　　　県民、企業、行政がともに�

◆と　き　９月１０日（水）午前１０時～１２時３０分�

◆ところ　淡路夢舞台国際会議場 �

　詳しくは、兵庫県立男女共同参画センター（　０７８・

３６０・８５５０）へ。�

�

定員５００人　参加費無料�

男女共同参画フォーラムinひょうご�男女共同参画フォーラムinひょうご�男女共同参画フォーラムinひょうご�

�

▽
�

▽
�

▽
�

▼
�

▽
�

分 科 会 �



１４�

118

豚
肉
の
し
ょ
う
が
焼
き�

5

　凝灰岩で造られていて、淡路で唯一の石造五
重塔で、県下でも珍しいものです。�
　小塔ながら風格をそなえ、様式手法から鎌倉
時代中期（１２００年代前半）までのものと考
えられています。�

　
豚
肉
は
老
廃
物
の
代
謝
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
代
謝
に
関
わ
る
ビ
タ

ミ
ン
Ｂ１
を
多
く
含
み
ま
す
。
夏

バ
テ
予
防
に
…�

◆ 

作
り
方�

　
ぶ
た
肉
は
食
べ
や
す
い
大
き

　
さ
に
切
る
。�

　
し
ょ
う
が
を
す
り
お
ろ
し
、

　
A
の
た
れ
を
つ
く
る
。�

　
　
に
　
で
下
味
を
つ
け
る
。�

　
油
を
熱
し
た
フ
ラ
イ
パ
ン
で

　
焼
く
。�

��

グラ�
ム�

グラ�
ム�

キ�
　ロ�
�

カロ�
リー�

◆ 材料（２人分）�

肉　　　　　　１５０�

しょうが　　　１０�

みりん　　　　小さじ１/２�

しょうゆ　　　小さじ１�

酒　　　　　　小さじ１�

油　　　　　　少々�

トマト　　　　適量�

きゅうり　　　適量�

レタス　　　　適量�

�

　　　　１人分�

エネルギー　１４５�

�

    栄養士　小丸恭子�

�

A

◆あみだ堂の石造五重塔（県指定文化財）・・・五色町下堺�

がん検診のお知らせ�がん検診のお知らせ�がん検診のお知らせ�
検診を受けて「がん」を征圧しよう！�

　子宮がん、乳がん検診を次の日程で行います。がんの初期は、自覚症状がほとんど無

く、気付いた時には病気が進行しているケースも多くあります。ぜひこの機会に受診し

てください。�

◆ 子宮がん検診�
事前予約は不要です。必ず検診時間内にお越し下さい。�

対 象 者    ３０歳以上の人�
検診費用    １，２００円（７０歳以上の人は無料）�
検診時間    各医院とも、午後１時３０分～２時３０分�
検診当日の着衣は、スカートでお願いします。�
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

実  施  日　　    医  院  名          　  住所・電話�

９月　２日（火）�

３日（水）�

９月　９日（火）�
　１０日（水）�

９月１６日（火）�

１７日（水）�

９月　２４日（水）�
２５日（木）�

森医院�

土倉産婦人科�

カク・西本�
協同産婦人科�

産婦人科小児科�
高田医院�

下加茂一丁目１―３６�
　 ２４・０３０３�

下加茂一丁目１―３７�
　 ２４・３６６０�

本町三丁目１－２７�
　 ２３・１５０３�

宇山三丁目１―２１�
　 ２２・５５４０�
�

▽
�

▽
� 対 象 者    ３０歳以上の人�

 検診費用    ７００円（７０歳以上の人は無料）�
 受診する医院の窓口でお支払いください。�

◆ 乳がん検診�
検診期間  ９月１日（月）～９月３０日（火）�

木・休診�
火・土・午後休診�
�
火・木・土は�
１２時３０分まで�
午後休診�
�
木・土�
午後休診�
�

火・木・土�
午後休診�
�

火・木・土�
午後休診�
�
�
�

医  院  名        住所・電話　　　　受診時間　　　備考�

今井クリニック�

木曽医院�

木村医院�

土倉産婦人科�

仁寿堂医院 �
　（外科）�

下加茂一丁目１―８８�
　２３・２０１９�

宇山二丁目１―２�
　２４・３２００�

大野１３３５�
　２３・００９９ 

下加茂一丁目１―３７�
　２４・３６６０�

宇原１９４―１�
　２２・０８８９�

  ９：００～１２：３０�
１５：３０～１８：００�

  ８：３０～１２：００�
１５：００～１８：００�

  ９：００～１２：００�
１７：００～１９：００�

  ９：００～１２：００�
１５：００～１８：００�

  ９：００～１２：００�
１６：００～１８：３０�

▼
�

詳しくは、洲本市健康福祉館内保健センター（   ２２・３３３７）へ。�



１５�

お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ�

古紙配合率１００％再生紙を使用しています�

8月22日（金）�

9月   4日（木）�

9月 11日（木）�

9月 18日（木）�

9月26日（金）�

乳　児�10か月児�1歳6か月児�３歳児�

場　所�

受　付�
時　間�

午後１時～１時１５分�

市 保 健 セ ン タ ー �
午後�
１２時４０分�
　～１時�

�

�

Ｈ１４年１０月生�

�

�

�

�

Ｈ１２年６月生�

�

�

Ｈ１４年１月生�

�

�

�

Ｈ１４年２月生�

�

�

�

Ｈ１５年５月生�

�

成人健康相談  ９月１日（月）、�
　午後１時３０分～３時�

ママメイト（対象・妊婦）�
　いのちって何だ  毎月第１～第４月曜�
　日、受付・午前９時３０分～�
　お母さんは元気 ９月２４日（水）、�
　受付・午後１時３０分～�
　おっぱいで育てたい　１０月２１日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�
　赤ちゃん大好き  ９月９日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�
　こんにちは赤ちゃん １０月７日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�
　離乳食のおけいこ  ９月３日（水）、�
　受付・午後１時３０分～�
離乳食教室  �
　はじめての離乳食（対象・４か月～６�
　か月児）９月３日（水）、受付・午後１
　時１５分�
　マイステップ（対象・７か月～１歳児）�
　９月１０日（水）、受付・午前１０時�
７か月児相談  ８月２０日（水）、�
　受付・午前９時４５分～１０時、対象
　者（Ｈ１５．１月生まれ）には案内、�
　問診票などを送付します。�
２歳児健康相談  ８月２１日（木）、�
　受付・午後１時～１時１５分、対�
　象者（Ｈ１３．８月生まれ）に�
　は案内、問診表などを送付します。�
乳幼児相談  ９月１９日（金）、�
　午前９時３０分～１１時�
歯科保健相談　毎月第４水曜日、受�
　付・午後１時～１時３０分。フッ�
　素塗布を同時に行います（予約が�
　必要、料金１，４８０円）。�
成人健康相談 毎月第１～第４月曜日、�
　午後１時～３時（糖尿病予防重点相
　談は第１・３月曜日、栄養相談は�
　第２・４月曜日）�
�

　～５時（予約が必要）�
胃がん検診  ９月 ３日（水）、�
　午前９時～正午（申込・市保健センターへ）�
２時間人間ドック  火、水、木曜日�
　で洲本健康福祉事務所が指定する日、
　午前９時～（料金１５，２８０円、申込・�
　洲本健康福祉事務所へ）洲本市民で国民健�
　康保険に加入し３０歳以上の人に�
　８，０００円、社会保険などの加�
　入者で４０歳以上の人に５，００�
　０円の助成があります。（ただし�
　１年度１回限り）�

成人健康相談  毎月第１～４金曜日、�
　受付・午後１時～１時３０分�
　（成人病相談など・予約が必要）�
心の相談  毎月第２火曜日、奇数月第３�
　火曜日、予約制・午後１時３０分～      
　（精神病、痴呆、アルコールその他
　心の相談など。）�
栄養表示基準制度相談  毎月第１、�
　３月曜日、午前１０時から正午（予�
　約が必要）�
栄養専門相談  毎月１・３月曜日午後１時�
�

　８月、９月の乳幼児健康診査を次の�
とおり行います。対象者には問診票�
などを送付しますので、母子手帳を�
持参し受診してください。�

　
私
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、
四
捨
五
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す
る
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五
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そ
の
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、
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る
こ
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が

で
き
ま
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た
。
そ
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が
今

で
は
、
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が
心
配
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と
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、
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洲
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に
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動
植
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が
絶
滅
す
る
の
は
、

乱
獲
や
自
然
破
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が

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
ま
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反
対
に
人
間
が
無
関
心
に

な
っ
て
し
ま
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、
自
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と

関
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を
断
っ
て
し
ま
う

こ
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も
要
因
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だ
そ
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す
◆
希
少
動
植
物
が

数
多
く
残
る
、
成
ヶ
島
。

由
良
中
学
校
や
地
元
の
皆

さ
ん
が
、
清
掃
活
動
や
花

の
観
察
会
な
ど
、
成
ヶ
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と
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
で
、

島
の
自
然
も
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た
、
生
き

生
き
し
て
い
る
よ
う
で
す

◆
今
年
は
梅
雨
明
け
が
例

年
よ
り
遅
く
、
幾
分
涼
し

い
日
が
続
き
ま
し
た
が
、

梅
雨
明
け
と
と
も
に
、
厳

し
い
暑
さ
と
な
っ
て
い
ま
す
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）�

（　２２・０７１２）�

由 良 公 民 館 で �
（　２７・２１６７）�

洲本健康福祉事務所で�
（保健所）�（　２２・３５４１）�

（　２２・３３３７）�

フリー�
ダイヤル�

高齢者相談　月～金曜日、午前９時�
　～午後５時３０分、淡路県民局�
　（　　　０１２０・３６・７８３０で。）�
�

法律相談　　弁護士による相談。９月�
　 ３ 日 （水）、 ９ 月 １ ７ 日 （水） �
　（受付・市役所市民相談係で電話�
　による予約受付けをしています  �
　　２２・３３２１内線３４５・３ �
　４６）総合福祉会館で。�
行政相談　９月１０日（水）、午後�
　１時１５分～（受付・午後１時�
　３０分まで）総合福祉会館で。�
社会保険相談　毎月第３金曜日、午�
　前１０時～午後３時、市民会館で。�
心配ごと相談　毎月２日、１２日、�
　２２日、２７日（日曜、祝日の場�
　合は翌日）午後１時～４時、総合�
　福祉会館で。電話での相談にも応�
　じています。（  ２６・００２２）�
人権相談　毎週水曜日午前９時～午後�
　４時、神戸地方法務局洲本支局人権�
　相談室（　２２・０４９７）で。�
家庭児童相談  ０～１８歳までの子供�
　の相談。毎週月・火・木、午前８時�
　３０分～午後５時１５分、洲本市健�
　康福祉館（　２２・３３３２）で。�
青少年相談　毎月第３水曜日、午後�
　１時～３時、青少年センター�
　（　２２・４５４７）で。�
母子家庭相談　毎週金曜日午前１０�
　時３０分～午後５時、福祉事務�
　所で。�

市保健センターで�
（　２２・３３３７）�

�

　《 新着図書のご案内 》�
 　調べ学習などに役立つ児童書が新し
く入りましたので、いくつかご紹介い
たします。�
「ボランティア用語事典」�

 学習研究社�
「ホームページ完全活用ガイド」�

 あかね書房�
「都道府県別 ２１世紀 日本の産業」�

学習研究社�
「ノーベル賞１００年のあゆみ」�

ポプラ社�
 　館内で利用していただくほか、貸出
できるものもありますので、ぜひご活
用ください。�
�

《行事のお知らせ》�
「いっしょにおはなしかい」�

（０～３歳児対象）�
９月３日(水) 午前１１時～�

「おはなし会」（３～６歳児対象）�
９月１３日(土) 午後２時～�

「もっとおはなし会」（小学生対象）�
９月１３日(土)午後２時３０分～�

「おりがみ教室」�
９月６日(土) 午後２時～�

「つくってあそぼう！」�
９月２１日(日) 午後１時３０分～�

※「おりがみ教室」「つくってあそぼう！」�
は定員４０人。参加申込みは前日まで。�
�

（　２２・３３２２）�

洲本市民工房ギャラリー�
ココカラココヘー 03展�
８月１７日（日）～３１日（日）�
午前１０時～午後８時（最終日は午後
４時まで）�
主催　洲本市民工房�
ウロ四宮個展　アクリル画�
９月１２日（金）～１７日（水）�
午前１０時～午後７時（最終日は午後
５時まで）�
主催　ウロ四宮�
ワークショップ　�
ダンボールで宝箱をつくろう�
８月１７日（日）�
浮き出し文字でオリジナルカードをつくろう�
８月２０日（水）�
石を探すぞ！工作するぞ！�
８月２２日（金）�
空押し版画のカードづくり�
８月２２日（金）�
みんな画伯になれるPOPアート�
８月２４日（日）�
音にあわせて描いてみようっ！！　�
８月３０日（土）�



１６�

　淡路の夏を彩る「淡路島祭り」が８月１日～３日まで行　淡路の夏を彩る「淡路島祭り」が８月１日～３日まで行われました（初日、２日目はおわれました（初日、２日目はおどり大会、３日は花どり大会、３日は花
火大会）。火大会）。�
　おどり大会では、今年から市民広場に踊り場が設けられ　おどり大会では、今年から市民広場に踊り場が設けられ、洲本高校美術部のみなさんが、洲本高校美術部のみなさんが作成した壁画パネル作成した壁画パネル
をバックに、踊りのほか吉本興業のタレントの漫才などがをバックに、踊りのほか吉本興業のタレントの漫才などが披露されました。披露されました。�
　フィナーレの花火大会は３日、午後７時５０分から打ち　フィナーレの花火大会は３日、午後７時５０分から打ち上げられ、約５０００発の花火上げられ、約５０００発の花火が夜空を彩りました。が夜空を彩りました。�

　淡路の夏を彩る「淡路島祭り」が８月１日～３日まで行われました（初日、２日目はおどり大会、３日は花
火大会）。�
　おどり大会では、今年から市民広場に踊り場が設けられ、洲本高校美術部のみなさんが作成した壁画パネル
をバックに、踊りのほか吉本興業のタレントの漫才などが披露されました。�
　フィナーレの花火大会は３日、午後７時５０分から打ち上げられ、約５０００発の花火が夜空を彩りました。�
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